
































































































	 また武満のポピュラー・ソング 20 曲を対象に、楽曲構成・リズム・音階・旋
 4 
法・音高遷移・和声におけるそれぞれの側面から楽曲分析を行なった結果、それ
らに共通する音楽的特徴について 11 項目を抽出した。とくに音高遷移について
は移動平均近似曲線を使用して「主要線」を提示しながら、現代音楽作品におけ
るブルー・ノートの使用や「S-E-A」モチーフについてのポピュラー音楽的解釈
の可能性についても言及し、武満の現代音楽作品にも通底する作曲語法の可能性
を検討する実例として具体的に指摘した。武満の音高遷移の傾向については、対
象楽曲の旋律中に見られる隣接する２音間の音程パターンによる出現率につい
て、武満以外の５人の作曲家によるポピュラー・ソングと比較することで明らか
にした。ポピュラー・ソングと現代音楽作品を等価に扱う武満の音楽的志向の要
因として「歌」による旋律性が共通して存在し、その鼻歌的な音高遷移やリズム
あるいは呼吸感などは武満の個人的感覚に基づく身体性に関係することを指摘
した。	
	
第３章	 武満の映画音楽における旋律について	
	
	 武満の映画音楽作品おける作曲語法について、ポピュラー・ソングから抽出し
た 11 項目の音楽的特徴を使用した楽曲分析を通して概観を行った。またそれら
のポピュラー音楽性における旋律の音高遷移に焦点を当てて検討したところ、武
満の映画音楽作品が持つ多様な作風においても、その音楽的特徴は一貫して旋律
性の中に内包されることを確認した。また 1950 年代の松竹映画時代における、
同一映画監督との協同において黛の映画音楽作品との比較を行った結果、両者の
映画音楽に対する姿勢と作曲手法の違いについて具体的に浮き彫りにした。それ
らを踏まえ、映画製作工程における現実的な諸条件についても言及しながら、そ
れによる影響として武満の音楽の中に見られる効率性と実利性、あるいはポピュ
ラー音楽的な音楽制作手法との近似性について指摘するとともに、作曲家研究と
して武満像をより正確に把握するための、映画製作現場とその音楽収録における
過程に対する知見の必要性について言及した。	
	
第４章	 武満のポピュラー・ソングに関する実証的検討	
	
	 武満のポピュラー・ソングの有効性についての確認を、鑑賞者の評価を以って
検証するために３つの実験を行った。実験１においては武満のポピュラー・ソン
グを聴取した作曲経験者による旋律創作の実施について、11 項目の音楽的特徴
について楽曲分析したところ、それぞれの実施結果には武満の音楽的特徴が捉え
られていることが明らかとなり、研究対象曲の隣接する２音間の音程パターンの
出現率についての有意性を確認した。実験２においては武満のポピュラー・ソン
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グについて一般聴取者を対象にした印象評価を行ったところ、その音楽刺激とし
て 11 項目のうち主要な音楽的特徴が実際に認知されることを明らかにした。実
験３においては一般聴取者に対し、武満を含む６人の作曲家によるポピュラー・
ソングの聴取比較として同一作曲家の識別実験を行ったところ、武満の対象楽曲
については主に「メロディーのリズム」と「メロディーの高さの動き」が注目さ
れていることを確認した。しかし隣接する２音間の音高遷移における相関係数に
ついて楽曲間の値は低く、作曲家の特性における識別は、他の作曲家と比較して
武満が最も低いことが明らかとなった。その一方で武満の音楽的特徴 11 項目を
基準とした相関係数は他の作曲家と比較して最も高く、統計的な分析によってこ
の定義の妥当性が支持された。	
	 これは受動的に聴取する鑑賞者にとって、武満の音楽的特徴はその作曲家とし
ての特性が識別しづらいことをあらわす結果となった。鑑賞者は楽曲中のリズム
や音高遷移に注目しており、その音楽刺激の強度や変化量の大きさによって作曲
家としての特性を識別していることを確認した。	
	
	 つまり、ポピュラー音楽における「正しい」表現意図について、それが聴取者
の評価を以って第一次情報としそれに基づいて作曲家としての特性が評価され
る前提であるとして考慮すると、武満のポピュラー音楽はそれを十分充たしてい
ないと言える。しかし武満の旋律はそれに付随する「背景」としての音響全般ま
たは映像によって作曲家としての特性を獲得しており、他者との協同と背景によ
って武満のポピュラー音楽性は成立している、という結論に至った。	
